
ギー効率の指標（グリーン度合い）

として、“DC全体のエネルギー消費

量”を、“ICT装置全体のエネルギー

消費量”で割ったPUE（電力使用効

率）が使われるようになってきてい

ます（DCE〔データセンター効率〕

はPUEの逆数）。電源システム・照

明等の消費電力と冷却システムの消

費電力を削減することで、PUEを小

さくすることができます。PUEを限

りなく1に近づけることが、DCのグ

リーン化に向けた我々の主な取組み

です。」と語る。

また、米国環境保護庁の報告書で

は、現在は概ね2.0とされるPUEを

2011年までに 1.7～ 1.4以下にする

ことを計画しているのに対し、

「NTTの情報通信ビルのPUEは既

に概ね1.7であり、現在これを1.45

ビデオ、バーチャルリアリティや

コミュニティサイト等コンテンツの

多様化やオンライントレード等の普

及によるIP系サービスの無停止ニー

ズの拡大、さらにはセキュリティ強

化や事業継続計画（BCP）推進に伴

う信頼性要求の高まりなどから、第

２次ブームといわれるほどデータセ

ンター（DC）の増設・増床ニーズが

強まっている。一方、ICT機器の高

密度化や、地球温暖化対応を含めた

CSR経営への社会的関心の高まりか

ら、サーバルームやDCの熱対策、

増大する電力消費の抑制が緊急の課

題となっている。今、ICT機器の高

密度化に対応しつつ、信頼性と省エ

ネ・TCO削減を両立する次世代デー

タセンターが求められている。

NTTファシリティーズの小泉泰之

取締役は、「既存のDCではスペック

不足が顕著になり、ICTシステムの

高密度化に対応した次世代のDCが

求められています。日本のDCは現

在、1ラック4～6KW程度の実装密

度が主流ですが、すでに北米では1

ラック15～20KWの実装密度を実現

したDCがでてきています。」とした

うえで、「DC業界ではDCのエネル

32 ビジネスコミュニケーション 2008 Vol.45 No.2

環境負荷を削減し企業価値を高める
「グリーンＩＴ」への挑戦

環境負荷抑制と高効率化を目指し
たデータセンターのグリーン化

IT・エネルギー・建築の融合技術を活かす
データセンターファシリティソリューション
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図1 IT装置の発熱量と空調技術のトレンド
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程度まで下げる技術を検証していま

す。」という。

NTTファシリティーズは、公社、

NTT時代からデータセンターの設

計、構築、保守・運用に携り、第1

次DCブームには国内で30％以上の

DC構築に関わってきた。その実

績・経験を基に、DCのグリーン化

に向け、「IT」「エネルギー」「建築」

を融合したエンジニアリング技術を

活かした最新のファシリティソリュ

ーションを提供している。

●空調システムのベストプラクティス

データセンターのグリーン化に向

けた課題の1つに空調システムの効

率化がある。NTTファシリティー

ズは、イニシャルコスト、ランニン

グコストの両面から空調システムの

TCO削減に取り組んできた。図1に

示すように、ICT装置の高密度化に

対応して、高効率空調機「FMACS」

の開発のほか、効率よくICTシステ

ムを冷却するための二重床パネル設

計手法や、天井設計手法、さらには

約 30％の省エネルギー効果を実現

するアイルキャッピング、大容量の

タスク空調といった空気の流れをコ

ントロールする気流設計技術を確立

し、ICT技術の進化に応じた、空調

システムのベストプラクティスを実

践している。この空調機・冷却装置、

空調設計技術、空調システム施工技

術からなるICT装置用空調トータル

ソリューション「ACORDIS」は

2006年日本建築学界賞「技術賞」

を受賞している。

●直流給電による信頼性向上

と給電効率の改善（省エネ）

データセンターの直流

（DC）給電化が注目を集め

ている。多くの ICT機器は

交流（AC）入力で製造され

ているが、 I C T 機器内の

CPUなどで使用される電気

は直流である。それらの機器に無停

電電源を供給するために、U P S

（無停電電源装置）が多く用いられ

ているが、この場合、ビル受電部か

らICT機器内で使われる直流の電気

を供給するまでには、AC→DC→

AC→DC（最後のAC→DCは ICT

機器内）と変換を3回繰り返してい

る。これに対し、直流入力に対応し

た I C T機器に直流給電システム

（DC POWER）を使うと、AC→

DCに1回変換するだけで済むため

電力変換回数を削減でき、電力変換

ロスを減らすことができる。さらに

電源装置の部品点数が少なく、制御

要素（直流：電圧のみ、交流：電

圧・位相差・周波数）も少ないため、

故障率が低く、信頼性の高い電源供

給システムとなる。

小泉取締役は、「図２に示したよう

に、直流給電化により10～30％の給

電効率を改善（省エネ）が可能であり、

フランステレコムやインテルを始め海

外でも直流給電が注目を集めていま

す。我々は、長年携わってきた情報通

信システムの直流給電（DC POWER）

の実績・ノウハウを基に、これからの

サーバ、ルータ、ストレージなどに

DC POWER対応のICT機器を増やし

ていくよう推進しています。また、今

後さらなる給電システムの効率向上を

目指し、各国で注目を集めている高電

圧直流給電技術の開発にも力を入れて

います。」と語る。

●建物のグリーン設計とCASBEE

の活用

NTTファシリティーズでは、建

物グリーン設計ガイドラインを制

定・推進し、７つの環境配慮項目に

基づく環境設計を様々な用途の建物

において行っている。また、建物の

環境性能の評価に当たっては、

CASBEE（建築物総合環境性能評

価システム）を活用し、「秋葉原

UDX」はCASBEE Sクラスを実現

している。

N T Tファシリティーズでは、

ICT社会の社会基盤としてドラスチ

ックに変化するデータセンターにお

いて、設備・建物・運用の３つの視

点からグリーンインテグレーション

を推進、実践している。
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